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低コストで高機能な
発光サイン用導光板の開発

課題解決方法
①金型で導光板を成形することで量産性を向上

・パターンは点描の要領（ドットを多数形成）で作成
・ドットをレーザ加工で作製して低コスト化

②導光板に入射させる光の方向による発光パターンの切り替え
・入射させる光の方向によって発光強度が大きく変化するような
ドット形状を実現

背景
❏導光板

…側面から入れた光を
拡散させて表面に光
を出す板状の部材

【製品普及に向けた課題】
①量産性が低い
②発光サインの切り替えパターン数と同数枚の導光板が必要

❏発光サイン
…一定のパターンで光を拡散させ
導光板そのものを表示板として
利用するもの

応用製品

研究内容
①光学設計とシミュレーション解析によるドット形状の考案
②金型形状の検討とレーザ加工による金型作製
③光の入射方向により指示方向を変えることができる方向指示板の試作

方向指示板
試作用金型

方向指示板
用導光板

方向指示板の発光の概念図
• 入射時は◯のみ強く発光
• 入射時は●のみ強く発光

試作した方向指示板の発光の様子
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